


























② 「横浜の防火帯建築と戦後復興」藤岡准教授報告資料（計 28ページ） 






































































































































































































































































































に迎えたのが昭和 27年の 10月４日でした。 









































































































































































































































































 昭和 32 年の防火帯の造成指定図です。それがこのオレンジの部分で、昭和 33 年がマッ
クスで 35キロぐらいまでなりました。このときに１街区だいたい平均で 100メートルから
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③ 「横浜関内耐火建築マップ」藤岡准教授報告資料（計 1ページ） 
 

































